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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリント基板に固定されたハウジング本体と、
　フェルール、前記フェルールを保持する保持部、前記保持部の側面に弾性変形可能に設
けられ前記フェルールの軸方向前方側に延びたアーム、を有した光コネクタを収納すると
共に前記ハウジング本体に設けられた収納部と、
　前記収納部に設けられ、前記アームを押すと共に前記光コネクタの軸方向前方から後方
にかけて前記収納部内の空間が狭くなるように傾斜している押え面と、
　前記収納部に設けられ、前記光コネクタの軸方向前方への移動を規制する当接部と、
　を備えている光コネクタ用ハウジング。
【請求項２】
　前記光コネクタが前記収納部に収納された状態での前記保持部と前記押え面との角度は
、前記光コネクタを前記収納部に収納する前の状態における前記保持部と前記アームとの
角度よりも小さい、請求項１の光コネクタ用ハウジング。
【請求項３】
　プリント基板と、
　光コネクタ用ハウジングと、
　フェルール、前記フェルールを保持する保持部、前記保持部の側面に弾性変形可能に設
けられ前記フェルールの軸方向前方側に延びたアーム、を有した光コネクタと、を備え、
　前記光コネクタ用ハウジングは、
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　前記プリント基板に固定されたハウジング本体、
　前記ハウジング本体に設けられ、前記光コネクタを収納する収納部、
　前記収納部に設けられ、前記光コネクタのアームを押すと共に前記光コネクタの軸方向
前方側から後方側にかけて前記収納部内の空間が狭くなるように傾斜している押え面、
　前記収納部に設けられ、前記光コネクタの軸方向前方への移動を規制する当接部、を有
している、電子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光コネクタ用ハウジング及びそれを備えた電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光コネクタ同士を接続するためアダプタが知られている。また、光コネクタには、アー
ムを備えたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１４１９６１号公報
【特許文献２】特開平１０－３０７２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようなアダプタは、光コネクタに対する軸方向での遊びが設定されていない。この
ため、アダプタと光コネクタの製造精度によっては、光コネクタ間の距離が近くなりすぎ
て、互いに突き当てられるフェルール同士への負荷が強くなりすぎる恐れがある。または
、光コネクタ間の距離が広くなりすぎ、フェルール同士の接続損失が増大する恐れもある
。
【０００５】
　そこで本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、アームを有した光コネクタの
軸方向で遊びを確保した光コネクタ用ハウジング及びそれを備えた電子装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書に開示の光コネクタ用ハウジングは、プリント基板に固定されたハウジング本
体と、フェルール、前記フェルールを保持する保持部、前記保持部の側面に弾性変形可能
に設けられ前記フェルールの軸方向前方側に延びたアーム、を有した光コネクタを収納す
ると共に前記ハウジング本体に設けられた収納部と、前記収納部に設けられ、前記アーム
を押すと共に前記光コネクタの軸方向前方から後方にかけて前記収納部内の空間が狭くな
るように傾斜している押え面と、前記収納部に設けられ、前記光コネクタの軸方向前方へ
の移動を規制する当接部と、を備えている。
【０００７】
　本明細書に開示の電子装置は、プリント基板と、光コネクタ用ハウジングと、フェルー
ル、前記フェルールを保持する保持部、前記保持部の側面に弾性変形可能に設けられ前記
フェルールの軸方向前方側に延びたアーム、を有した光コネクタと、を備え、前記光コネ
クタ用ハウジングは、前記プリント基板に固定されたハウジング本体、前記ハウジング本
体に設けられ、前記光コネクタを収納する収納部、前記収納部に設けられ、前記光コネク
タのアームを押すと共に前記光コネクタの軸方向前方側から後方側にかけて前記収納部内
の空間が狭くなるように傾斜している押え面、前記収納部に設けられ、前記光コネクタの
軸方向前方への移動を規制する当接部、を有している。
【発明の効果】
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【０００８】
　アームを有した光コネクタの軸方向で遊びを確保した光コネクタ用ハウジング及びそれ
を備えた電子装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】光コネクタの説明図。
【図２】ハウジングの説明図。
【図３】ハウジングを備えた電子装置の説明図。
【図４】変形例に係るハウジングの説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施形態について図面を参照して説明する。
【００１１】
　図１Ａ、１Ｂは、光コネクタ１の説明図である。尚、図１Ｂは、光コネクタ１の側面を
模式的に示している。光コネクタ１は、２芯型のＬＣ型の光コネクタである。フェルール
１１は、光ファイバを保持している。一対の筒部１２は、それぞれフェルール１１を保持
している。一対の筒部１２の基端部側には保持部１３が設けられている。筒部１２の側面
にはラッチアーム１４が設けられている。保持部１３の側面には操作アーム１７が設けら
れている。
【００１２】
　保持部１３内には、一対の光ファイバケーブル１９が一対のブーツ１８を介して導入さ
れている。保持部１３は、一対の筒部１２と共にフェルール１１を保持している。ラッチ
アーム１４は、筒部１２に対して弾性変形可能に設けられている。操作アーム１７は、保
持部１３に対して弾性変形可能に設けられている。ラッチアーム１４は、光コネクタ１の
軸方向の基端側に延びている。操作アーム１７は、光コネクタ１の軸方向の先方側に延び
ている。また、操作アーム１７の先端部がラッチアーム１４の先端部を押えている。操作
アーム１７を押すことにより、操作アーム１７と共にラッチアーム１４が、筒部１２、保
持部１３に沿うように変形する。ラッチアーム１４には、係合突起１５が設けられている
。係合突起１５は、通常、光コネクタ１が挿入されるアダプタに設けられた係合孔と係合
する。これにより、アダプタに対する光コネクタ１の位置が規定される。また、図１Ｂに
示すように、自然な状態での保持部１３に対する操作アーム１７の傾斜角をθ１とする。
【００１３】
　次に、ハウジング２について説明する。図２Ａ～２Ｃは、ハウジング２の説明図である
。図２Ａに示すように、ハウジング２は、ケース２０、３０を有する。ケース２０、３０
は、ハウジング本体に相当する。ケース２０、３０は、例えば合成樹脂姓である。ハウジ
ング２は、プリント基板５０に固定される。詳細には、ケース２０、３０には、それぞれ
孔２４、３４が設けられている。また、プリント基板５０にも、孔５４が設けられている
。孔２４、３４、５４には、ネジ４０が挿入される。ケース２０、３０とプリント基板５
０との固定は、ネジ４０とナット４４により確保される。また、ケース２０、３０には、
それぞれ、光コネクタ１を収納保持するための収納部２２、３２が設けられている。収納
部２２、３２は、それぞれ凹状である。
【００１４】
　図２Ｂは、光コネクタ１を保持した状態でのハウジング２の断面を示している。光コネ
クタ１は、収納部２２、３２内に収納される。フェルール１１の先端部は、収納部２２、
３２から突出している。収納部２２、３２に収納された状態での光コネクタ１は、操作ア
ーム１７、ラッチアーム１４が押された状態となる。詳細には、収納部３２に設けられた
押え面３７が、操作アーム１７を保持部１３、筒部１２側に押している。図２Ｃは、押え
面３７の拡大図である。押え面３７の稜線は、上側に凸となる緩やかな弓状である。プリ
ント基板５０に平行な水平面からの押え面３７までの距離は、軸方向前方から後方にかけ
て小さくなる。即ち、押え面３７は、収納部２２、３２内の空間が、軸方向の前方から後
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方にかけて狭くなるように傾斜している。押え面３７の水平面に対する押え面３７の最も
大きな角度はθ２とすると、押え面３７の最大角度θ２は、自然な状態での操作アーム１
７の角度θ１よりも小さい。従って、ハウジング２に光コネクタ１が保持された状態での
操作アーム１７の角度は、θ１よりも小くなる。これにより、操作アーム１７及びラッチ
アーム１４の弾性復元力により、元の位置に復帰しようとする。操作アーム１７及びラッ
チアーム１４が元の位置に戻ろうとする力により、光コネクタ１はハウジング２に対して
軸方向の前方へ移動する。
【００１５】
　また、上述したように、押え面３７は、収納部３２内の空間が軸方向の前方から後方に
かけて狭くなるように傾斜している。このため、ハウジング２に保持された状態で光コネ
クタ１が軸方向後方に移動した場合には、操作アーム１７は押え面３７により押された状
態となる。このため、操作アーム１７及びラッチアーム１４の弾性復元力は増大する。こ
の弾性復元力は、前述したように、光コネクタ１がハウジング２に対して軸方向前方側に
移動するように作用する。従って、ハウジング２に対して光コネクタ１が軸方向後方側に
移動すればするほど、操作アーム１７及びラッチアーム１４の弾性復元力が増し、光コネ
クタ１は軸方向前方側に移動しようとする。
【００１６】
　また、図２Ｂに示すように、ケース２０には、当接部２３が形成されている。当接部２
３は、保持部１３の端部と当接して、光コネクタ１の軸方向前方へ移動を規制する。但し
、当接部２３は、光コネクタ１の軸方向後方側への移動を規制する機能は有していない。
ハウジング２に光コネクタ１を保持させた状態においては、操作アーム１７及びラッチア
ーム１４の弾性復元力により、当接部２３と保持部１３とが当接する位置まで光コネクタ
１が移動する。これにより、ハウジング２に対する光コネクタ１の位置が規定される。
【００１７】
　以上のように、ハウジング２には、光コネクタ１の軸方向の移動を許容する遊びが設定
されている。例えば、ハウジング２により保持された光コネクタ１を相手側の光コネクタ
と接続する場合、光コネクタ１のフェルール１１と、相手側の光コネクタのフェルールと
が突き当てられる。このような場合に、ハウジング２に対する光コネクタ１の軸方向の移
動、詳細には軸方向後方への移動が許容される。これにより、フェルール同士に過度の負
荷がかかることが防止される。
【００１８】
　また、接続される光コネクタ同士の軸方向の遊びが大きすぎると、軸方向で光コネクタ
の間にがたつきが生じ、フェルール同士の接続損失が増大する恐れもある。しかしながら
、上述したように、光コネクタ１は、操作アーム１７及びラッチアーム１４の弾性復元力
によって軸方向前方へ移動しようとする。このため、軸方向での光コネクタ同士の遊びを
吸収して、接続損失を抑制することができる。
【００１９】
　このようなハウジング２を実装したプリント基板５０を採用した電子装置について説明
する。図３Ａ、３Ｂは、ハウジングを備えた電子装置の説明図である。図３Ａは、電子装
置が搭載されるラックマウント装置の概略を示している。図３Ａに示すように、ラックマ
ウント装置３は、筐体４、筐体４に収納された複数の電子装置５、を有している。ラック
マウント装置３は、例えばサーバ装置である。電子装置５は、筐体４に対して挿抜可能で
ある。ハウジング２を実装したプリント基板５０は、電子装置５に採用されている。
【００２０】
　図３Ｂは、光コネクタの接続方法を示している。ラックマウント装置３の内部には、バ
ックプレーン６０が設けられている。バックプレーン６０には、アダプタ６４が実装され
ている。アダプタ６４の一端側には、ハウジング２により保持された光コネクタ１の先端
部が挿入可能な開口６５が設けられている。また、アダプタ６４の他端側には、他の光コ
ネクタが差し込まれる。尚、アダプタ６４の一端側は、電子装置５が挿入される側であり
、アダプタ６４の他端側は、ラックマウント装置３の背面側である。
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　また、ラックマウント装置３内には、ガイドレール７２を備えたプリント基板７０が設
けられている。ガイドレール７２により、プリント基板５０の挿入が案内され、これによ
り、光コネクタ１が開口６５に挿入される。これにより、相手側の光コネクタがアダプタ
６４に挿入されると、光コネクタ１と相手側の光コネクタとが接続される。
【００２２】
　次に、ハウジングの変形例について説明する。図４Ａ、４Ｂは、変形例に係るハウジン
グの説明図である。図４Ａは、図２Ｂに対応している。図４Ａに示すように、ケース３０
ａの収納部３２ａは、略直線状の押え面３７ａを有している。押え面３７ａと水平面との
角度θ３は、保持部１３に対する操作アーム１７の角度θ１よりも小さい。また、ケース
３０ａには、光コネクタ１の軸方向前方側の移動を規制する当接部３３を有している。当
接部３３は、操作アーム１７の先端部と当接する。また、ケース２０ａの収納部２２ａに
は、光コネクタ１の軸方向後方への移動を規制する当接部２３ａが設けられている。当接
部２３ａは、保持部１３の基端側と当接する。このように、軸方向前方への光コネクタ１
の移動を規制する当接部を、ケース３０ａに設けてもよい。このように、光コネクタ１の
軸方向での移動の許容範囲が、当接部２３ａ、３３により規定される。
【００２３】
　以上本発明の好ましい一実施形態について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、
種々の変形・変更が可能である。
【００２４】
　尚、上記実施例では、２芯型のＬＣ型の光コネクタを例に示したが、本発明は、１芯型
のＬＣ型の光コネクタを保持する光コネクタ用ハウジングにも適用できる。押え面の稜線
は、下側に凸となる緩やかな弓状であってもよい。
【符号の説明】
【００２５】
　１　光コネクタ
　５　電子装置
　１１　フェルール
　１３　保持部
　１７　操作アーム
　２０、３０　ケース
　２２、３２　収納部
　２３　当接部
　３７　押え面
　５０　プリント基板
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